
　北日本大学アメリカンフットボール王座決定戦・第３３回パインボウルは２３日、仙台市の元
気フィールド仙台（仙台市新田東総合運動場）で行われ、北海学園大が東北大を２４－１４で下
し、初優勝を飾った。北海学園大は同ボウルの勝者として、１２月２０日に東京・アミノバイタ
ルフィールドで開かれるホワイトボウルで、関東大学リーグの代表校と交流試合を行う。 
例年は全日本大学選手権（甲子園ボウル）の東日本代表校決定戦準決勝を兼ねるパインボウルだ
が、今年はコロナウイルス対策で同選手権が中止となり、海道代表と東北代表のプライドをかけ
た一戦となった。北海学園大は２年ぶり３度目、東北大は９年連続３０度目の出場で、両校の顔
合わせは３度目。過去の対戦は北海学園大が２連敗していた。 
ともに強力なラインを誇る両校。北海学園大は第１Ｑ、東北大の最初の攻撃シリーズでエースＲ
Ｂ石尾（３年）のＴＤランを許したが、その後はＤＬ坂本大弥（４年、札幌開成高）らの激しい
ラッシュとＬＢ竹内佑至（４年、旭川明成高）らのハードタックルで追加点を与えなかった。 
第２Ｑ、北海学園大の反撃が始まった。ＱＢ小笠原丈瑠（２年、札幌・北海高）からエースＷＲ
佐藤玲太（３年、札幌光星高）へのパスが決まり、ＲＢ阿部龍太郎（４年、室蘭栄高）とＱＢ小
笠原のランで進むと、Ｋ野崎蒼（２年、札幌手稲高）が３７ヤードを蹴り込んで３－７。ＬＢ松
本竜輔（２年、旭川龍谷高）のインターセプトで得た続く攻撃シリーズでは、ＱＢ小笠原とＲＢ
阿部のランで前進し、最後はＱＢ小笠原からＷＲ屋敷龍作（３年、石狩南高）への７ヤードＴＤ
パスが決まり、１０－７と逆転した。さらにその５分後にはＲＢ阿部がダイブで飛び込み、１
６－７とリードを広げた。 



後半も北海学園大は攻守にのびのびとしたプレーを見せた。第３Ｑに、北海学園大のファンブル
から東北大にＴＤを許したが、第４ＱにはＱＢ小笠原がWR野本了輔（１年、札幌大谷高）へ９
ヤードのＴＤパスを決め、２４－１４として勝負を決定づけた。その後も、ＤＬの激しいラッ
シュで東北大ＱＢに圧力をかけ、反撃を許さなかった。 
試合の最優秀選手には、公式戦３戦目ながらランとパスでチームを好リードしたＱＢ小笠原が選
ばれた。パインボウルでの北海道勢の勝利は、２００７年の北海道大以来で１３年ぶり。 
北海学園大の高木幸樹ヘッドコーチは「試合前に選手には、できることをいつも通りやろうと
言った。今日は守備が良かった。ＱＢも良かった。オフの体力作りも生きた」と念願の勝利の言
葉を弾ませた。ＯＬ本間航史主将も「勝つことしか考えていなかった。先制点を許しても、取り
返せる自信はあった。ＱＢはシーズン始めと比べて別人のように成長した」とチームの力に胸を
張り、ベストディフェンスライン賞に選ばれたＤＬ坂本は「東北大の重量ラインに、重心を低く
して対抗した。こっちもラインのチームだと見せつけた」と力をこめた。 
最優秀選手に輝いたＱＢ小笠原は「２年生にはＭＶＰは重い」と照れながら「今日は初めてのグ
ラウンドで緊張もあったが、人工芝は走りやすかった」と自信も見せた。次は１２月２０日のホ
ワイトボウル。ＭＶＰは「リードミスを無くし、走力を付け、パスも精度を上げて臨みたい」と
決意していた。


